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対
し
て
、
現
在
15
億
円
程
度
契
約

が
済
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
予
定

価
格
と
落
札
金
額
と
の
入
札
差
金

は
ど
の
く
ら
い
の
額
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
補
助
金
の
関
係
で
、
こ
の

差
金
は
国
に
返
納
す
る
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

入
札
差
金
は
約
３
億
円
発
生
し
て

い
る
。
こ
れ
は
病
院
の
全
体
事
業

費
を
現
在
１
２
８
億
円
で
見
込
ん

で
い
る
が
、
現
時
点
で
は
事
業
費

が
３
億
円
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

国
へ
の
補
助
金
返
納
は
な
い
。

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

現
在
の
病
院
計
画
で
は
、
駐
車
場

か
ら
人
が
歩
く
動
線
上
に
雨
よ
け

の
ル
ー
フ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
全

員
協
議
会
で
設
置
の
提
案
を
し
た

が
、
こ
の
入
札
差
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

こ
の
差
金
は
一
般
財
源
と
な
る
こ
と

か
ら
、
市
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
幅

広
く
使
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

第
１
回
臨
時
会
及
び
第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に

対
す
る
質
疑
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

民
間
病
院
は
公
立
病
院
よ
り
も
医

療
機
器
を
安
く
仕
入
れ
て
い
る
と

聞
く
。
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
は
自
治
医
大
と
筑
波
大
か
ら

病
院
開
設
に
向
け
た
様
々
な
支
援

を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療

機
器
の
調
達
に
関
し
て
も
両
大
学

か
ら
情
報
を
集
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

大
学
に
お
け
る
機
器
の
調
達
は
、

操
作
性
や
機
能
性
を
重
視
し
て
先

に
メ
ー
カ
ー
や
機
種
を
選
定
し
、

個
別
に
交
渉
し
て
い
る
。
公
立
病

院
で
は
見
積
り
を
集
め
て
予
定
価

格
を
決
め
、
一
般
競
争
入
札
す
る

な
ど
制
度
的
な
方
法
が
違
う
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

確
か
に
公
共
事
業
の
た
め
制
限
が

あ
り
、
民
間
に
比
べ
自
由
度
が
制

限
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
し
で
も

安
く
調
達
す
る
に
は
、
情
報
を
手

繰
り
寄
せ
て
い
く
努
力
が
必
要
だ
。

業
者
は
少
し
で
も
利
益
を
出
そ
う

と
努
力
を
す
る
。
市
で
も
横
の
連

携
を
と
り
、
他
の
病
院
の
調
達
金

額
や
方
法
な
ど
の
情
報
入
手
が
業

者
と
対
等
に
交
渉
す
る
上
で
必
要

と
思
う
が
ど
う
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

当
市
で
も
、
今
後
さ
ら
に
近
隣
か

ら
情
報
を
集
め
る
な
ど
努
力
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

医
療
機
器
調
達
の
た

め
の
情
報
収
集
は

問 議
案
第
１
号
～
４
号

第
1
回
臨
時
会

予
定
価
格
と
落
札
額

の
差
が
大
き
い
要
因

問 議
案
第
２
号

医
療
機
器
購
入
の

入
札
差
金
の
扱
い
は

問 議
案
第
１
号
か
ら
４
号

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

医
療
機
器
の
調
達
は
平
成
29
年
度

と
30
年
度
で
計
21
億
円
の
予
算
に

【
藤
川
寧
子
議
員
】

　

�

医
療
機
器
の
入
札
に
お
い
て
、
落

札
率
が
19
・
78
％
と
い
う
数
字
は

今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
。
予
定

価
格
と
の
違
い
が
よ
く
理
解
で
き

な
い
。
事
前
の
見
積
り
は
何
社
か

ら
取
っ
た
の
か
。
ま
た
、
入
札
参

加
者
に
見
積
業
者
は
入
っ
て
い
た

の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

見
積
り
業
者
は
４
社
。
そ
の
う
ち

３
社
が
入
札
に
参
加
し
て
い
る
。

【
藤
川
寧
子
議
員
】

　

�

（
予
定
価
格
と
落
札
金
額
で
）
か

な
り
数
字
が
違
う
の
は
と
て
も
不

自
然
と
思
う
が
、
ど
う
理
解
し
て

い
る
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

落
札
率
が
低
く
な
っ
た
要
因
と
し

て
は
、
公
立
病
院
で
あ
る
西
部
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
実

績
づ
く
り
や
国
内
シ
ェ
ア
の
確
立

等
、
メ
ー
カ
ー
間
の
価
格
競
争
が

働
い
た
結
果
と
推
測
し
て
い
る
。

予
定
価
格
は
、
複
数
回
の
見
積
り

徴
取
や
医
療
機
器
調
達
業
務
の
支

援
を
受
け
て
い
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
意
見
を
踏
ま
え
て
設

定
し
て
い
る
。

議案質疑　
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【
仁
平
正
巳
議
員
】

　

�

こ
の
条
例
改
正
に
よ
る
と
、
新
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
年
平

均
２
，
９
０
０
円
の
増
額
と
な
る
。

国
や
県
は
激
変
緩
和
策
を
と
っ
た

と
い
う
が
、
市
は
財
政
調
整
基
金

や
国
保
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
、

当
分
の
間
、
加
入
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

財
政
調
整
基
金
を
特
別
会
計
に
繰

り
入
れ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な

い
。
国
保
財
政
調
整
基
金
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
、
突
発
的
な
事
態

に
備
え
て
い
る
基
金
で
あ
る
の
で

活
用
に
は
適
さ
な
い
。

【
仁
平
正
巳
議
員
】

　

�

市
民
の
約
28
％
、
２
８
，
８
０
０

人
の
国
保
加
入
者
か
ら
い
き
な
り

徴
収
を
す
る
の
で
は
な
く
、
徴
収

方
法
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。
値

上
げ
さ
れ
れ
ば
滞
納
額
が
増
え
て

し
ま
う
と
思
う
が
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

支
払
い
能
力
の
状
況
等
に
十
分
配

慮
し
、
納
税
相
談
な
ど
で
丁
寧
に

説
明
し
な
が
ら
理
解
を
求
め
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の

見
直
し
に
つ
い
て

議
案
第
52
号

問

【
企
画
部
長
】

　

�

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
に
よ

る
も
の
で
、
10
％
に
引
き
上
げ
る

国
の
方
針
が
明
確
と
な
り
、
平
成

32
年
度
以
降
に
反
映
さ
れ
、
ま
た

都
道
府
県
へ
の
配
分
方
式
の
見
直

し
も
あ
り
、
３
億
円
程
度
増
額
と

見
込
ん
だ
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

地
方
交
付
税
が
５
億
～
10
億
円
増

え
て
い
る
。
地
方
交
付
税
の
縮
減

幅
は
20
億
円
か
ら
８
億
円
に
変
更

さ
れ
た
が
そ
れ
だ
け
で
増
加
に
転

じ
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

合
併
算
定
替
に
関
す
る
方
針
が
見

直
さ
れ
、
面
積
の
拡
大
な
ど
合
併

時
に
予
想
で
き
な
か
っ
た
財
政
需

要
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
、
交
付
税

算
定
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

増
加
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

財
政
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て

問 議
案
第
35
号

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

人
口
減
少
・
定
住
促
進
対
策
の
た

め
の
制
度
で
あ
る
が
、
申
し
込
み

状
況
は
。

若
者
・
子
育
て
世
代

住
宅
取
得
応
援
事
業

問 議
案
第
36
号

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�
公
債
費
は
変
更
前
よ
り
３
～
７
億

円
多
く
、
年
間
45
億
円
程
度
が
続

く
。
そ
れ
を
補
填
す
る
か
の
よ
う

に
市
税
収
入
が
約
10
億
円
高
く
積

算
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
付
け
は
あ

る
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

合
併
特
例
債
の
発
行
上
限
額
を

２
６
８
億
円
か
ら
４
２
９
億
円
に

増
額
変
更
し
た
分
、
元
利
償
還
金

の
増
加
を
見
込
ん
だ
。
市
税
は
、

過
去
の
実
績
を
考
慮
し
、
現
計
画

ほ
ど
減
額
と
な
る
傾
向
に
な
く
、

高
く
見
込
む
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

交
付
金
が
３
億
円
程
度
増
え
て
い

る
の
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

市
内
外
合
わ
せ
て
、
平
成
27
年
度

は
１
８
３
件
、
平
成
28
年
度
は

１
９
１
件
、
本
年
度
は
、
当
初
予

算
で
２
０
０
件
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
２
月
末
現
在
で
１
９
６
件
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
本
年

度
の
不
足
見
込
み
額
を
補
正
予
算

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
市
外
か

ら
筑
西
市
に
定
住
す
る
転
入
者
は

ど
の
く
ら
い
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

平
成
27
年
度
は
、
転
入
者
の
申
請

が
37
件
、
１
１
６
人
、
平
成
28
年

度
は
、
49
件
、
１
５
０
人
、
平

成
29
年
度
は
、
２
月
末
で
37
件
、

１
１
９
人
で
あ
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

転
入
者
が
増
え
非
常
に
効
果
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
こ

の
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
ま
す
ま
す
定

住
促
進
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
制
度

を
利
用
し
た
人
の
感
想
な
ど
は
、
今

後
に
生
か
せ
る
と
思
う
が
。

【
企
画
部
長
】

　

�

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
、
こ
の
制

度
の
利
用
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。

第
1
回
定
例
会

議案質疑
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【
稲
川
新
二
議
員
】

　

�

小
学
校
に
お
け
る
大
規
模
改
造
工

事
や
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
来
年

度
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
全

小
学
校
に
お
い
て
も
大
規
模
改
造

工
事
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

毎
年
３
校
程
度
の
改
造
工
事
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
稲
川
新
二
議
員
】

　

�

今
回
は
合
併
特
例
債
事
業
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
も
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
い
く
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

財
源
は
、
有
利
な
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
稲
川
新
二
議
員
】

　

�

学
校
の
統
廃
合
と
大
規
模
改
造
工

事
は
全
く
別
と
考
え
ず
に
、
一
緒

に
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
。
保
護
者
に
説
明

を
行
っ
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

統
廃
合
に
つ
い
て
は
ま
だ
具
体
的

な
計
画
は
な
い
が
、
具
体
的
に

な
れ
ば
学
校
施
設
の
修
繕
、
大

規
模
改
造
等
に
つ
い
て
、
保
護

者
と
十
分
話
し
合
い
な
が
ら
効

率
的
な
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
。

学
校
の
統
廃
合
と
大

規
模
改
造
工
事

議
案
第
36
号

問

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

減
免
に
つ
い
て
は
、
基
準
が
あ
る
。

納
税
相
談
等
で
個
々
に
対
応
し
て

い
る
。

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

生
活
に
苦
労
し
て
い
る
方
も
多
い
。

減
免
措
置
が
ど
う
い
う
シ
ス
テ
ム

な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う
が
。

【
市
長
】

　

�

も
う
少
し
市
民
に
分
か
り
や
す
い

方
法
で
、
広
報
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の

改
正
算
定

問 議
案
第
52
号

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

市
建
設
計
画
変
更
後
の
合
併
特
例

債
の
活
用
配
分
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

事
業
費
ベ
ー
ス
で
ハ
ー
ド
事
業
に

１
６
９
億
円
、
ソ
フ
ト
事
業
は

基
金
積
み
立
て
と
し
て
34
億
４
，

０
０
０
万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

合
併
特
例
債
の
活
用
は
、
安
心
・

安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
拠
点
形

成
・
道
路
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

魅
力
向
上
・
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

今
後
の
合
併
特
例
債

の
活
用
方
法
は

問 議
案
第
35
号

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�
県
へ
の
納
付
金
は
、
標
準
保
険
料

な
ど
を
参
考
に
算
出
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
予
定
収
納
率
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

平
成
28
年
度
の
収
納
率
89
・
08
％

を
参
考
に
、
来
年
度
の
予
定
収
納

率
は
89
％
と
し
て
い
る
。

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

未
納
額
の
扱
い
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
補
う
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
は

な
く
、
市
税
と
同
様
に
滞
納
分
と

し
て
処
理
し
て
い
る
。

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

も
う
少
し
減
免
措
置
に
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

ト
な
ど
ハ
ー
ド
面
が
主
と
な
る
。

移
住
定
住
促
進
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
て

進
め
な
け
れ
ば
、
今
後
の
維
持
管

理
が
財
政
的
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

公
共
施
設
適
正
配
置
の
観
点
か
ら

施
設
の
あ
り
方
や
今
後
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
等
に
つ
い
て
も
協
議

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
対

策
か
ら
考
え
る
と
、
移
住
・
定
住

し
て
い
た
だ
け
る
魅
力
的
な
施
設

等
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
後

は
、
そ
の
辺
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

議案質疑


